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町民の皆様には感染拡大防止のため、行事の中止等にご理解いただき誠にありがとうございます。
現在のところ、町内では新型コロナウイルスの感染拡大は抑えることが出来ていますが、全国的には、感

染者が増加しております。
紀美野町では、新型コロナウイルスの第２波に対応できる体制を着実に整えております。
町民の皆様には、引き続きご自身や周りの大切な方を感染から守るための行動をお願いします。
まだまだ気を抜くことが出来ない状況が続きますが、お困りごとがありましたら下記までご連絡ください。

■問い合わせ　保健福祉課　℡ ４８９ ‐９９６０

感染予防を日常に！
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加
入
者
に
対
し
、
水
道
料
金
の
基
本
料
金

を
６
か
月
間
免
除
し
ま
す
。（
申
込
不
要
）

■
対
象　

紀
美
野
町
内
の
水
栓

　
　
　
　
　
　
　
　
（
官
公
署
・
休
止
除
く
）

■
期
間　

令
和
２
年
9
月
使
用
分
（
10
月
請

求
分
）
～
令
和
３
年
2
月
使
用
分
（
３
月

請
求
分
）

■
内
容　

基
本
料
金
を
免
除
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
10
㎥
ま
で
）

※
免
除
分
を
差
し
引
い
た
額
で
請
求
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
道
課

　

℡ 

４
８
９
‐
２
４
７
４

き
み
の
商
業
協
同
組
合
で
は
、
紀
美
野
町

の
補
助
を
受
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
た
地
域
経
済
の
活
性
化

を
目
的
と
し
て
、
50
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
発
行
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
き
み
の
商
業
協
同
組
合

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　
き
み
の
商
業
協
同
組
合（
紀
美
野
町
商
工
会
内
）

　

℡ 

４
９
５
‐
３
２
６
０

左
記
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
、
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

○
第
15
回
紀
美
野
町
農
林
商
工
ま
つ
り

○
第
15
回
紀
美
野
町
文
化
祭

○
各
地
区
公
民
館
作
品
展
示
会

○
第
11
回
紀
美
野
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

不
安
を
抱
え
る
妊
産
婦
や
そ
の
家
族
を
経
済

的
に
応
援
す
る
た
め
、
令
和
２
年
４
月
28
日

か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

紀
美
野
町
に
住
民
登
録
さ
れ
た
新
生
児
を
対

象
に
給
付
金
11
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者　

令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら
令
和

３
年
３
月
31
日
ま
で
に
出
生
し
、
出
生
後

最
初
の
住
民
登
録
を
紀
美
野
町
に
さ
れ
た

新
生
児
（
外
国
人
や
転
入
者
を
含
む
）

水
道
料
金
の
免
除

感
染
症
対
応
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

行
事
の
中
止
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
支
援
及
び
影
響
に
つ
い
て

新
生
児
特
別
臨
時
給
付
金

■
給
付
額　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
、
11
万

円　
※
対
象
児
童
の
母
親
に
給
付
し
ま
す
。

■
申
請
方
法　

出
生
届
、
転
入
届
の
提
出
時

に
ご
説
明
し
ま
す
。

　

す
で
に
出
生
届
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
役

場
よ
り
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０
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「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
地
域
の
み
ん

な
で
力
を
あ
わ
せ
、
自
分
た
ち
の
町
を
自
分

た
ち
の
手
で
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
。」（
紀
美

野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
）

令
和
２
年
度
第
２
回
町
民
一
斉
清
掃
は
、

３
密
を
避
け
る
な
ど
の
感
染
防
止
に
留
意
の

う
え
、
10
月
18
日
（
日
）
実
施
し
ま
す
。
詳

し
く
は
10
月
初
旬
に
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。た

だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
９

令
和
２
年
度
町
民
一
斉
清
掃
の
実
施

に
つ
い
て

今
回
の
「
み
る
・
あ
る
く
・
き
み
の
」
は
、

江
戸
時
代
よ
り
海
南
、
紀
美
野
、
高
野
間
の

紀
美
野
町
内
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル

実
施
中
！

「
み
る
・
あ
る
く
・
き
み
の
」
の
ご

案
内

人
や
物
の
流
れ
を
支
え
て
き
た
旧
道
「
花
坂

越
高
野
往
来
」
を
歩
き
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

松
瀬
地
区
か
ら
大
角
地
区
間
の
旧

道
約
４
㎞
を
歩
き
ま
す
。

■
日
時　

９
月
17
日
（
木
）

　

９
時
～
正
午
頃
（
受
付
８
時
30
分
～
）

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
当
日
朝
連
絡
し
ま
す
。

■
集
合　

紀
美
野
町
役
場
美
里
支
所

　
（
出
発
地
点
の
松
瀬
地
区
ま
で
バ
ス
で
移

動
し
ま
す
。）

■
定
員　

15
人
（
申
込
先
着
順
）

■
参
加
費　

500
円

　
（
保
険
料
含
む
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
お
茶
付
）

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

■
服
装　

歩
き
や
す
い
服
装
、
歩
き
や
す
い

靴
、
帽
子

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
雨
具
、
筆
記
用
具
、

カ
メ
ラ
、
マ
ス
ク
等　

■
申
込
方
法　

電
話

■
申
込
締
切　

９
月
11
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
（
定
員
を
超
え
次
第
受
付
は
終
了
し

ま
す
。）

■
主　

催　

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

紀
美
野
史
発
見
部
会

■
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

　

℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２　

和
歌
山
県
で
は
、
近
年
不
法
投
棄
の
件
数

が
増
え
て
い
る
た
め
環
境
監
視
員
が
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
不
法

投
棄
が
多
い
場
所
に
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

や
、
不
法
投
棄
を
し
て
い
る
業
者
に
対
し
て

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！ 

不
法
投
棄
を

見
つ
け
た
場
合
は
左
記
ま
で
通
報
く
だ
さ

い
。

■
罰
則　

５
年
以
下
の
懲
役
、
又
は
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
、
法
人
は
３
億
円
以
下
の

罰
金

■
問
い
合
わ
せ  
住
民
課　

　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

９
月
か
ら
令
和
３
年
２
月
末
ま
で
の
毎
月

11
日
か
ら
25
日
の
間
で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の

無
料
交
換
を
行
い
ま
す
。

■
交
換
対
象　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
蓋
裏
に
記

さ
れ
て
い
る
有
効
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
も

の
、
ま
た
は
今
年
度
中
に
有
効
期
限
が
過

ぎ
る
も
の

■
注
意
事
項　

交
換
に
は
、
町
指
定
の
施
工

業
者
が
お
伺
い
し
ま
す
。
作
業
員
は
、
水

道
課
が
発
行
す
る
交
換
作
業
従
事
者
証
を

携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審
に
思
わ
れ

る
と
き
は
、
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
在
の
場
合
で
も
作
業
を
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
交
換
作
業
の
し

や
す
い
よ
う
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
に
物

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
後
の
お
願
い
】

　
　

交
換
作
業
は
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

行
い
ま
す
が
、
ま
れ
に
空
気
が
入
る
こ
と

や
若
干
の
濁
り
水
が
発
生
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
交
換
作
業
後
は
、
水
を
使
用
す

る
前
に
浄
水
器
・
混
合
水
栓
等
が
つ
い
て

い
な
い
蛇
口
を
開
け
て
、
水
道
管
内
の
空

気
や
水
を
流
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
道
課

　

℡ 

４
８
９
‐
２
４
７
４

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
・
募
集
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障
害
者
用
駐
車
場
（
障
害
者
等
用
駐
車
区

画
）
は
、
車
い
す
使
用
者
な
ど
、
車
の
乗
り

降
り
や
移
動
に
配
慮
が
必
要
な
方
の
た
め
に

設
け
ら
れ
た
専
用
区
画
の
こ
と
で
す
。

車
い
す
使
用
者
は
、
乗
り
降
り
す
る
た
め

に
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
す
。
通
常
の
区

画
で
は
利
用
で
き
な
い
こ
と
に
十
分
配
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

必
要
が
な
い
人
は
駐
車
し
な
い
。
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

紀
美
野
町
は
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と

官
民
共
同
に
よ
り
「
紀
美
野
町
暮
ら
し
の
便

利
帳
」
を
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

暮
ら
し
の
便
利
帳
と
は
町
の
概
要
、
歴
史
や

観
光
等
の
地
域
情
報
に
加
え
、
役
場
で
の
手

続
き
の
案
内
や
行
政
情
報
等
、
皆
さ
ま
の
暮

ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
ま
と
め
た
冊
子
で

す
。こ

の
冊
子
の
発
行
や
全
世
帯
に
配
布
す
る

費
用
は
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
募
集
す
る
広
告
の

掲
載
料
で
ま
か
な
い
ま
す
。
掲
載
広
告
を
募

る
た
め
、
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
の
担
当
者
が
町
内

事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
「
紀
美
野
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
概
要

　

●
サ
イ
ズ
：
Ａ
４
版
カ
ラ
ー

　

●
配
布
時
期
：
令
和
３
年
２
月
（
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ

・
広
告
の
掲
載
に
つ
い
て

　

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
阪
和
支
店　

　

℡ 

４
３
２
‐
６
３
０
８

・
そ
の
他
の
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
２

皆
さ
ん
、
生
石
高
原
の
麓
に
広
が
る
棚
田

を
ご
存
じ
で
す
か
。

実
は
、「
中
田
の
棚
田
」
と
い
わ
れ
、
そ

の
歴
史
が
史
料
（
高
野
山
文
書
）
に
よ
り
中

世
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
検
証
で
き
る
全

国
的
に
も
貴
重
な
棚
田
で
す
。
又
、
霊
峰
・

生
石
ケ
峰
の
谷
水
を
水
源
と
す
る「
竜
王
水
」

（
大
溝
）
も
現
在
そ
の
一
部
が
利
用
さ
れ
て

い
る
点
で
も
貴
重
な
土
木
遺
産
で
す
。
ま
さ

に
世
界
遺
産
の
高
野
山
や
天
野
社
を
支
え
た

農
民
の
汗
と
英
知
の
賜
物
で
す
。

棚
田
は
、世
界
的
に
も「
日
本
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
」
と
評
さ
れ
、
そ
の
伝
統
・
文
化
・
美
し

い
景
観
・
教
育
・
国
土
保
全
等
の
多
目
的
機

能
の
価
値
が
高
ま
る
中
、
昨
年
、
棚
田
地
域

振
興
法
が
成
立
し
、
旧
小
川
村
地
域
が
指
定

棚
田
地
域
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
、
新
た
に
小
川
地
域
棚
田
振

興
協
議
会
を
組
織
し
、
耕
作
者
の
少
な
く

な
っ
た
こ
の
棚
田
を
紀
美
野
町
の
宝
と
し
て

未
来
に
つ
な
ぐ
「
中
田
の
棚
田
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
動
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
調
査
、
体
制
づ
く
り
、
環
境

整
備
、
試
験
栽
培
、
試
験
イ
ベ
ン
ト
開
催
な

ど
を
行
い
な
が
ら
、
来
年
度
以
降
の
計
画
を

作
成
し
て
参
り
ま
す
。

暮
ら
し
の
便
利
帳
表
紙
（
案
） 

時
間
を
要
す
る
壮
大
な
計
画
で
す
が
、
地

元
住
民
の
皆
様
、
町
民
の
皆
様
、
更
に
は
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
い
た
だ
け
る
多
く

の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
素

晴
ら
し
い
棚
田
の
再
生
を
め
ざ
し
ま
す
。

小
川
地
域
棚
田
振
興
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

　

℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

「
中
田
の
棚
田
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
お
知
ら
せ

障
害
者
用
駐
車
場
を
必
要
な
人
の
た

め
に
空
け
て
お
き
ま
し
ょ
う

「
紀
美
野
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を

作
成
し
ま
す
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９
月
10
日
～
16
日
は
自
殺
予
防
週
間
で

す
。悩

み
や
ス
ト
レ
ス
で
生
じ
る
こ
こ
ろ
の
疲

れ
は
、
食
欲
不
振
、
睡
眠
不
足
、
意
欲
や
興

味
が
減
退
な
ど
、
身
体
面
・
精
神
面
な
ど
に

変
化
を
起
こ
し
ま
す
。
も
し
あ
な
た
が
悩
み

を
抱
え
て
い
た
ら
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

■
相
談
窓
口

　

は
あ
と
ラ
イ
ン

　

平
日
９
時
～
17
時
45
分

　

℡ 

４
２
４
‐
１
７
０
０

　

和
歌
山
い
の
ち
の
電
話

　

毎
日
10
時
～
22
時

　

℡ 

４
２
４
‐
５
０
０
０

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

■
誰
も
が
で
き
る
悩
み
を
抱
え
る
人
の
命
を

支
え
・
守
る
４
つ
の
自
殺
対
策

【
気
づ
き
】
変
化
に
気
づ
い
て
声
を
か
け
る

【
傾　

聴
】
気
持
ち
を
尊
重
し
て
耳
を
傾
け

る

【
つ
な
ぎ
】
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ

う
に
促
す

【
見
守
り
】
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
じ
っ
く

り
と
見
守
る

９
月
10
日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満

た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま

で
の
5
年
間
、
引
き
続
き
国
民
年
金
を
毎
月

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

左
記
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方
が
制
度

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

１
．
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方

２
．
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受
け

て
い
な
い
方

３
．
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
納
付
月
数

が
480
月
（
40
年
）
未
満
の
方

４
．
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
等
に
加
入

し
て
い
な
い
方

年
金
の
受
給
資
格
期
間
（
保
険
料
納
付
期

間
が
10
年
）
を
満
た
し
て
い
な
い
65
歳
以
上

70
歳
未
満
の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

任
意
加
入
制
度
は
、
申
出
の
あ
っ
た
月
か

ら
の
加
入
と
な
り
、
遡
っ
て
加
入
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課　

　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

　

美
里
支
所
住
民
室　

　

℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
４

　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談

　

℡ 

４
４
７
‐
１
６
６
０

ご
存
じ
で
す
か
？
国
民
年
金
の
任
意

加
入
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
み
な
さ
ま
へ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
み
な
さ

ま
へ人

間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
申
請
受
付
終

了
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

30
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
が
対
象
の
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
申
請
受
付
は
９
月
30

日
（
水
）
ま
で
で
す
。

な
お
、
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
な
い
方
は
、

集
団
健
診
・
個
別
健
診
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
紀
美
野
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
受
診
期
間
は
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
で
す

が
、医
療
機
関
の
受
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、

予
約
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課　

　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
の
間
で
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
た
場
合
、
１
か

月
の
自
己
負
担
額
が
200
円
以
上
軽
減
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改

善
の
た
め
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
又
は
薬
剤

師
に
ご
相
談
の
う
え
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
使
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
を

強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
薬
に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

℡ 

４
２
８
‐
６
６
８
８



紀美野町では、自然を活かした夢と活気のあるまちづくりをめざし、責任感を持ち、自ら考え行動できるチャ
レンジ精神豊富なみなさんの応募をお待ちしています。

以下の要領で職員採用試験を実施します。

■職種、予定人員等
　一般事務職A、B
　（大学卒業、高校卒業程度）　　　３人程度
　保育士　　　　　　　　　　　　２人程度
　消防吏員　　　　　　　　　　　２人程度
　天文台研究員　　　　　　　　　１人程度
■受験資格
　【一般事務職A（大学卒業程度）】
　・昭和60年４月２日から平成11年４月１日までに

生まれた者で、学校教育法による大学（短期大
学を除く）を卒業した者（令和３年３月31日ま
でに卒業する見込みの者を含む）

　・平成11年4月2日以降に生まれた者で、学校教育
法による大学（短期大学を除く）及びこれと同
等と認められる学校を卒業した者（令和３年３
月31日までに卒業する見込みの者を含む）

　【一般事務職B（高校卒業程度）】
　昭和60年４月２日から平成15年４月１日まで
に生まれた者で、学校教育法による高等学校を卒
業した者（令和３年３月31日までに卒業する見込
みの者を含む）
　ただし、学校教育法による大学（短期大学を除
く）及びこれと同等と認められる学校を卒業した
者（令和３年３月31日までに卒業する見込みであ
る者を含む）など、令和３年３月31日現在で大学

（短期大学を除く）における在籍期間が通算して
３年を超える者は受験できません。

　【保育士】
　昭和60年４月２日から平成15年４月１日まで
に生まれた者で、児童福祉法により保育士登録簿
に登録されている者（令和３年３月31日までに登
録される見込みの者を含む）

　【消防吏員】
　平成６年４月２日から平成15年４月１日までに
生まれた者

　【天文台職員】
　昭和60年４月２日から平成11年４月１日まで
に生まれた者
※詳しい要件は試験案内をご確認ください。

■採用試験日及び試験会場
　【一般事務職A、B・保育士・消防吏員・天文台職員】
　　[第１次試験]　10月18日（日）
　　総合福祉センター（紀美野町下佐々 1408番地４）
　【一般事務職A、B・保育士・天文台職員】
　　[第２次試験]　11月14日（土）
　　紀美野町役場本庁（紀美野町動木287）
　【消防吏員】
　　[第２次試験]　　11月15日（日）
　　紀美野町役場本庁（紀美野町動木287）
※試験会場は変更となる場合があります。
■試験方法
　【一般事務職A、B・保育士】
　　第１次（教養・適性検査等・論文試験）
　　第２次（口述試験）
　【消防吏員】
　　第１次（教養・適性検査等・体力試験）
　　第２次（論文・口述試験）
　【天文台職員】
　　第１次（論文・集団討論）第２次（口述試験）
■受験申込書及び試験案内の入手方法

　９月１日（火）から９月18日（金）までの間に
紀美野町ホームページからダウンロードしてくだ
さい。窓口及び郵送による配布はいたしません。
ダウンロードや印刷できる環境がない方は、紀美
野町役場総務課に事前連絡（土・日を除く、８時
30分から17時まで）のうえお越しください。

　・紀美野町ホームページアドレス
　　http://www.town.kimino.wakayama.jp
■採用予定日　令和３年４月１日
■申込み受付期間
　９月１日（火）～９月18日（金）17時15分必着
　（受付期間の土・日を除く、８時30分から17時15

分）
　紀美野町役場　総務課で受付をします。郵送の
場合も簡易書留郵便で受付期間内に必着です。

●その他
　受験資格など採用試験の詳細については、「採
用試験案内」を必ずご確認ください。
　その他お問い合わせは、総務課人事担当までお
願いします。

●お問い合わせ及び受付
　紀美野町役場　総務課人事担当
　℡ ０７３ ‐４８９ ‐５９１２
　〒640-1192
　和歌山県海草郡紀美野町動木287番地

令和2年度紀美野町職員採用試験(第２回)のご案内
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2020.97

国
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
健
康
づ
く
り
の
実
践
を
促
進
す
る

た
め
、
９
月
を
「
健
康
増
進
普
及
月
間
」
と

し
て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、

運
動
習
慣
、
定
期
的
な
健
康
診
断
、
禁
煙
な

ど
、
生
活
習
慣
改
善
の
重
要
性
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
今
よ
り
元
気
で
自
分
ら
し
い
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

特
に
40
～
74
歳
の
方
は
年
に
一
度
、
必
ず

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
集
団
健
診
を

ご
希
望
の
方
は
保
健
福
祉
課
へ
、
個
別
健
診

を
ご
希
望
の
方
は
、
医
療
機
関
へ
直
接
予
約

の
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
で
き
る
医

療
機
関
は
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
【
電
話
案
内
】

℡ 

４
２
６
‐
１
１
９
９
（
24
時
間
対
応
）

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
も
な
く
、
か
か
り

つ
け
の
お
医
者
さ
ん
が
不
在
で
ど
こ
に
行
け

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

こ
ん
な
と
き
、
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

で
は
24
時
間
体
制
で
、
最
寄
り
の
医
療
機
関

を
案
内
し
ま
す
。

※
歯
科
の
診
療
時
間
外
案
内
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

子
ど
も
救
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　
♯
８
０
０
０

（
携
帯
電
話
・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）

～
夜
間
・
休
日
に
子
ど
も
が
急
病
に
な
っ
た
時

判
断
に
迷
っ
た
ら
お
電
話
く
だ
さ
い
～

相
談
時
間　
　

　

平
日　

午
後
7
時
か
ら
翌
朝
９
時
ま
で

　

土
・
日
・
祝
・
年
末
年
始
（
12
／
29
～
１

／
３
）　

午
前
９
時
か
ら
翌
朝
９
時
ま
で

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話
等
を
ご
利
用

の
方
は
℡ 

４
３
１
‐
８
０
０
０

看
護
師
（
必
要
に
応
じ
て
医
師
）
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
治
療
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
医
療
機
関
案
内
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

【
９
月
１
日
～
30
日
】は
健
康
増
進
普

及
月
間
で
す
！

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　

時　

毎
週
水
曜
日　

９
～
11
時

　

２
日
・
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

健
康
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

（
健
康
診
断
結
果
の
説
明
・
子
育
て
の
悩

み
や
相
談
・
離
乳
食
の
相
談
等
）

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ（
９
月
の
日
程
）

9
月
6
日
～
12
日
は「
救
急
医
療
週
間
」で
す
。

健康推進員だより
健康推進員制度は、県民一人ひとりが健康を意識し、家族、

ご近所、地域へと健康づくりの輪をひろげるために創設されま
した。

町内では64人の方が、健康に関する啓発や支援等の役割を
担っています。メンバーの声を紹介します。

【下佐々地区　Ｙさんへのインタビュー】
自主グループの運動教室や地域サロンのお世話役をされてい

るＹさん、明るく優しい人柄は地域の方々から頼りにされる存
在です。

運動教室「転ばん塾」のみなさん

　私は、週１回福祉センターで運動教室に参加しています。
ストレッチ、筋トレ等、メンバーのみなさんと楽しくしてい
ます。家では１人だとすぐに止めてしまいがちですが、みん
なと一緒なので頑張れます。他の日はウォーキングをしてい
ます。季節の変化やきれいなお花たちに元気をいただいてい
ます。健康で長生きするために、運動の輪が広がればいいな
と思っています。町内でいろんな教室があるので、まずは見
学に行ってみてくださいね。

健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

　
　

保
健
師
等
が
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
健
康
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
や

授
乳
の
相
談
も
可
能
で
す
。
血
圧
測
定
・

尿
検
査
・
骨
密
度
測
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
フ
ァ

イ
ル
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

保
健
・
福
祉
だ
よ
り

健康カレンダーを
チェック！

ステップを使って
運動中♪
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９
月
２
日
（
水
）
Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
野
上
支
店

　
　
　
　
　
　

10
時
～
11
時
15
分

９
月
29
日
（
火
）
紀
美
野
町
役
場
美
里
支
所

　
　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　
　

紀
美
野
町
役
場
本
庁

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

※
そ
の
日
の
健
康
状
態
や
服
薬
等
に
よ
り
、

献
血
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

妊
婦
、
特
に
妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん

に
か
か
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
が
「
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
」（
難
聴
や
心
疾
患
、
白
内
障
や

緑
内
障
等
）
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。
風
し
ん
の
感
染
を
予

防
す
る
た
め
、
左
記
の
対
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。

《
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に
よ
る
風
し
ん
抗
体
検

査
・
予
防
接
種
》

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
で
抗
体
検
査
、
陰
性
の

方
は
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

■
対
象
者

　

昭
和
37
年
４
月
２
日

　

～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

■
ク
ー
ポ
ン
券
有
効
期
間

　

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

※
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
を
し
て
い
ま

す
。
ク
ー
ポ
ン
券
を
失
く
し
た
方
、
届
い

て
い
な
い
方
は
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

《
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
助
成
事
業
》

左
記
に
該
当
す
る
方
に
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
料
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

①
妊
娠
を
希
望
す
る
19
歳
以
上
50
歳
未
満

の
女
性
（
妊
娠
中
の
方
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
）

　

②
妊
婦
の
夫

■
助
成
期
間

　

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

■
希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
、
母
子
健
康
手

帳
（
妊
婦
の
夫
）
を
ご
持
参
の
上
、
保
健

福
祉
課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
海
南
海
草

管
内
協
力
医
療
機
関
で
使
用
で
き
る
無
料

受
診
券
を
交
付
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
な
し
に
接
種
し
た
場
合
、
接
種

料
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
接
種
後
、２
か
月
間
の
避
妊
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

献
血
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

風
し
ん
予
防
接
種

子
育
て
支
援

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
各
種
教
室
】

★
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
に
て

■
９
月
14
日
（
月
）・『
野
い
ち
ご
の
会
』
に

よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
30
分
～

■
９
月
17
日
（
木
）・
ク
ラ
フ
ト
教
室　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～

■
９
月
29
日
（
火
）・
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～

【
遊
び
の
教
室
の
ご
案
内
】

○
コ
ア
ラ
教
室

（
生
後
１
年
６
か
月
～
入
園
ま
で
）

■
９
月
２
日
（
水
）
10
時
～
11
時
30
分

　

文
化
セ
ン
タ
ー

○
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室

　
（
生
後
５
か
月
～
１
年
６
か
月
ま
で
）

■
９
月
23
日
（
水
）
10
時
～
11
時

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た

め
、
各
事
業
の
実
施
が
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
教
室
に
参
加
希
望

さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
参
加
当
日
は
体
温
測
定
や
マ
ス

ク
着
用
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

発
熱
や
咳
等
、
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
参

加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

★
こ
ど
も
園
開
放
の
ご
案
内

○
き
み
の
こ
ど
も
園
・
９
月
９
日
（
水
）

　
　
　

23
日(

水
）
10
時
～
11
時

○
こ
う
の
こ
ど
も
園
・
９
月
２
日
（
水
）

　
　
　

16
日(

水
）
10
時
～
11
時

【
育
児
相
談
の
お
知
ら
せ
】

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
相

談
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
み

の
こ
ど
も
園
、
こ
う
の
こ
ど
も
園
で
も
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
保
育
士
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
事
等
、
個
別
に
面
談
・
電

話
・
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
　

ま
ず
は
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　

■
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

４
８
９
‐
６
７
０
０

　

保
健
福
祉
課 

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０
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障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
、
介
護
者

な
ど
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
原

則
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
巡
回
相
談
予

約
先
へ
直
接
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
保
健
福

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

巡
回
相
談
日
以
外
で
も
電
話
相
談
は
随
時
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
窓
口
（
巡
回
相
談

予
約
先
）
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

障
害
者
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　海南市大野中９３９番地　℡ ４８２‐０６００

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（ 健 康 診 断 書 発 行 ）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

９月14日（月）
９月28日（月）
　　９時30分～ 10時30分（受付）

性 感 染 症 検 査
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 等

（HIV、梅毒、クラミジア、B・C 型肝炎等）

希望により、梅毒およびクラミジア検査も実施できます。
検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受け取りにお
越しください。）

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こ こ ろ の 健 康 相 談
こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望される方には、精神科医師が
相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

９月９日（水）　13時00分～
９月23日（水）　 9時00分～

骨髄バンクドナー登録 骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行います。
（予約制）

９月14日（月）
９月28日（月）
　　10時30分～ 11時30分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）

■業務内容　事務補助全般　（郵便物の発送、書類の印刷、配布物の仕分け、パソコンでの入力処理など）
■応募資格　①身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳のいずれかの手帳の交付を受けている方
　　　　　　②自力による通勤（家族等による送迎を含む。）が可能な方　
　　　　　　③活字による文書の読み書きに対応できる方　　④パソコンの基本的な入力処理が可能である方
■募集人員　１人程度
■任用期間　（予定）　令和２年11月１日～令和３年３月31日
　　　　　　会計年度任用職員から常勤職員への切り替えは一切ありません。また、次回の任用更新は確約されてい
　　　　　　ません。
■勤務時間　原則として月・火・木・金曜日の週４日　　８時30分～ 17時（うち昼休憩１時間） 
■賃　　金　日額6,732円（現時点での予定で、変更になる場合があります。）
　　　　　　基本給に加え、勤務条件により通勤手当等が支給される場合があります。
■受付期間　９月18日（金）まで　　※持参の場合は土・日除く　８時30分～ 17時
　　　　　　※郵送の場合は、必ず簡易書留で郵送（必着）（封筒表に「採用試験申込書在中」と朱書きしてください。）
■試験日時　令和２年10月6日（火）　10時より
■試験会場　紀美野町役場本庁　２階会議室
■選考方法　面接試験
■提出書類　採用試験申込書　履歴書（顔写真）　84円切手
　　　　　　※申込書等は、９月１日から紀美野町役場総務課で配布します。また、町ホームページからもダウンロー
　　　　　　　ドできます。
■問い合わせ・申し込み
　　　　　　総務課人事担当　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９１２　　〒６４０ ‐ １１９２　紀美野町動木２８７番地

会計年度任用職員（障害者手帳等の交付を受けている方）を募集します。

日　時 場　所 巡回相談予約先・相談窓口

９月16日（水）
10時～ 11時30分

紀美野町
総合福祉
センター

・国保野上厚生総合病院
　指定相談支援事業所
　℡ ４８９ ‐ ２９０８
・療育センターＡＯＩ
　℡ ４８３ ‐ ０４５４
・海草圏域障害児者
　相談支援事業所らん
　℡ ４８８ ‐ ６３１４

障
害
の
あ
る
方
へ



2020.9 10

来
年
は
、
和
歌
山
県
内
各
地
で
文
化
の
祭
典
「
紀
の
国
わ

か
や
ま
文
化
祭
２
０
２
１
（
国
民
文
化
祭
、
障
害
者
芸
術
・

文
化
祭
）」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
７
月
20

日
に
文
化
団
体
、
障
害
者
団
体
、
学
校
等
の
関
係
者
の
皆
さ

ま
を
委
員
と
し
て
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
の
紀
美
野
町
文
化
祭
で
は
障
害
者
の
方
の
作
品
展
示

を
行
う
他
、
紀
の
国
わ
か
や
ま
文
化
祭
２
０
２
１
の
事
業
と

し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

～
集
ま
れ
未
来
の
ア
ス
リ
ー
ト
！
～

運
動
に
優
れ
た
素
質
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
早
期
に
発
掘

し
、
将
来
、
国
際
舞
台
で
活
躍
で
き
る
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
成

す
る
た
め
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ッ
ズ
を
選
考
す
る
体
力
測
定
会

を
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
２
ス
テ
ー
ジ
制
か
ら
１
ス
テ
ー
ジ
制
に
変
更

し
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ス
ク
の
着
用
の
徹
底
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
保
持
等
、
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て
実
施

し
ま
す
。

■
開
催
日
程　

令
和
２
年
11
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

①
９
時
30
分
～
11
時

　
　
　
　
　
　

②
13
時
30
分
～
15
時

　
　
　
　
　
　

③
16
時
～
17
時
30
分

■
会
場　

海
南
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
海
南
市
船
尾
２
６
０
‐
３
）

※
他
に
も
県
内
７
会
場
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

　

令
和
２
年
８
月
24
日
（
月
）
～
９
月
14
日
（
月
）

　

必
着

■
対
象　

県
内
在
住
の
小
学
校
3
、
4
年
生
男
女

■
応
募
方
法

　

①
参
加
申
込
み
専
用
サ
イ
ト
で
申
込
み
を
す
る
。

　

も
し
く
は
、

　

②
学
校
で
配
布
さ
れ
た
参
加
申
込
書
を
郵
送
す
る
。

■
そ
の
他

　

参
加
者
全
員
に
き
い
ち
ゃ
ん
タ
オ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

■
問
い
合
わ
せ

　

県
教
育
庁
生
涯
学
習
局
ス
ポ
ー
ツ
課
内

　

和
歌
山
県
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ッ
ズ
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

事
務
局

　

℡ 

４
４
１
‐
３
７
５
３

　

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.pref.w

akayam
a.lg.jp/prefg/500

　

400/gksp/ikusei/290603/d00154608.htm
l

紀
美
野
町
文
化
祭
、
第
36
回
国
民
文
化
祭
、
第
21

回
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
紀
美
野
町
実
行
委
員
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た

和
歌
山
県
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ッ
ズ
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
力
測
定
会
の
お
知
ら
せ
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休
む
こ
と
知
ら
ぬ
水
車
に
差
す
西
日　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

灼や

く
る
道
ペ
ダ
ル
は
熱
を
巻
き
上
げ
て　
　
　
　
　

原　
　

和
代

朝
顔
の
こ
ぼ
れ
種だ

ね

よ
り
百
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　

貴
子

押
入
れ
も
開
け
て
西
日
を
受
け
入
れ
る　
　
　
　
　

今
野　

昭
子

蟷と
う

螂ろ
う

を
払
ふ
仏ぶ

っ

心し
ん

忘
れ
し
掌て　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間　

文
鳥

降
つ
て
来き

し
火
薬
の
に
ほ
ひ
花
火
果
つ　
　
　
　
　

前　
　
　

廣

山
道
に
咲
き
い
し
百
合
に
一
目
惚
れ

　
　
　

目
印
結
わ
え
一
年
越
し
ぬ　
　
　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

人
住
ま
ぬ
庭
に
一ひ

と

本も
と

芙ふ

蓉よ
う

の
木

　
　
　

白
き
花は

な

弁び
ら

風
に
舞
い
散
る　
　
　
　
　
　
　

奥　

ふ
み
代

よ
う
や
く
に
梅
雨
明
け
夏
の
陽ひ

の
光

　
　
　

山
の
緑
の
輝
き
を
見
る　
　
　
　
　
　
　
　

横
出　

圭
子

吾
が
耳
は
は
る
か
彼
方
に
行
き
去
り
て

　
　
　

ざ
わ
め
く
か
ら
す
の
声
さ
え
弱
し　
　
　
　

西
佐
古
祐
子

「
父
母
の
し
き
り
に
恋
し
」
の
芭
蕉
の
句

　
　
　

奥
の
院
道
わ
れ
も
恋
お
り　
　
　
　
　
　
　

中
浴　

昭
江

齢
重
ね
短う

歌た

に
恋
し
て
幾い

く

年と
せ

か

　
　
　

愛
し
続
け
て
夜
ご
と
に
悩
む　
　
　
　
　
　

小
根
田
牧
子

歌　
の　
小　
道

※
当
面
の
間
、
水
曜
日
の
イ
ベ
ン
ト
は
行
い
ま
せ
ん

～
た
く
さ
ん
よ
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】
西　

鈴
香
（
野
上
小
２
年
）

【
１
０
０
冊
】
吉
田　

風
花
（
野
上
小
２
年
）

【
２
０
０
冊
】
山
﨑　

央
雅
（
野
上
小
３
年
）

【
３
０
０
冊
】
東　

柚
友
（
小
川
小
５
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
燃
え
よ
剣
」　　
　
　
　
　
　
　
　

司
馬
遼
太
郎　

著

「
発
注
い
た
だ
き
ま
し
た
！
」　　
　

朝
井
リ
ョ
ウ　

著

「
新
・
紫
式
部
日
記
」　　
　
　
　
　

夏
山
か
ほ
る　

著

「
ぽ
め
ち
ゃ
ん
と
だ
っ
く
す
ち
ゃ
ん
」柴

田
ケ
イ
コ　

著

「
恐
竜
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
と
あ
く
ま
の
も
り
」

黒
川
み
つ
ひ
ろ　

作
・
絵

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
カ
ケ
ラ
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湊
か
な
え　

著

「
緋
色
の
残
響
」　　
　
　
　
　
　
　
　

長
岡
弘
樹　

著

「
誘
拐
屋
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
」　　
　
　
　
　

横
関
大　

著

「
こ
は
る
と
ち
は
る
」　　
　
　
　
　
　

北
澤
平
祐　

絵

「
ジ
ェ
ン
と
星
に
な
っ
た
テ
リ
ー
」　

草
野
あ
き
こ　

文

■
日
時　

令
和
３
年
１
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

受
付
13
時
～
13
時
15
分　

開
式
13
時
30
分
～

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
（
神
野
市
場
２
１
７
）

■
対
象
者　

平
成
12
年
４
月
２
日
～
平
成
13
年
４
月
１
日
ま

で
の
間
に
生
ま
れ
た
方
。

※
該
当
す
る
方
に
は
、
12
月
を
め
ど
に
案
内
は
が
き
を
お
送

り
し
ま
す
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
会

場
ホ
ー
ル
内
に
家
族
席
等
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

式
典
の
内
容
は
、
ホ
ワ
イ
エ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
モ
ニ
タ
ー

で
ご
覧
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
な
お
、
今
後
の
感
染
状
況

に
よ
り
、
内
容
等
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
は
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
５

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

成
人
式
の
ご
案
内

図
書
室
だ
よ
り

　詩吟といえば大方の方は「堅苦しい」
「取っ付きにくそう」と感じていると
思います。確かに吟じる詩歌は漢詩な
ので、一見、難しく感じるのですが、
読み方が付されておりそれに節をつけ
て声を出すだけなので何も難しくはあ
りません。声さえ出れば誰でも吟じら
れるものなのです。私たちのサークル
は、家庭的な雰囲気の中、和気あいあ
いと声出しを楽しんでいます。
　詩吟を通して古典を学び、大声で吟
じることで気持ちもスッキリ、ストレ
ス解消にも役立ちます。興味のある方
は是非一度遊びに来てください。お待
ちしています。
■活動日
　毎月第２木曜日
　午後７時30分～９時頃
■活動場所　中央公民館

─ わが町サークル ─
「野上詩吟会」

水
が
涸か

れ
な
い
限
り
回
り
続
け
る
水
車
。
日
が
傾
い
て

も
ま
だ
ま
だ
暑
さ
の
残
る
真
夏
、
人
々
は
一
日
の
疲
れ

に
ぐ
っ
た
り
だ
が
、
水
車
は
健
気
に
回
り
続
け
る
。
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
六
十
五

江
戸
時
代
後
期
、「
赤
木
の
山
も
今
宵
限
り
…
」
の
名
せ

り
ふ
で
有
名
な
国
定
忠
治
親
分
は
じ
め
、
清
水
の
次
郎
長
、

吉
良
の
仁
吉
な
ど
有
名
な
や
く
ざ
の
親
分
が
輩
出
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
大
前
田
の
英
五
郎
、
笹
川
の
繁
蔵
、
飯
岡
の
助
五

郎
、
箱
根
八
里
の
半
次
郎
オ
ッ
ト
こ
れ
は
別
で
す
が
…
と
に

か
く
「
や
く
ざ
屋
」
さ
ん
が
繁
盛
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
主
に

ご
禁
制
の
「
ば
く
ち
」
を
生
活
の
手
段
に
し
て
い
ま
し
た
。

従
っ
て
諸
国
手
配
の
「
お
尋
ね
者
」
も
多
く
、
道
中
合
羽
と

三
度
笠
で
バ
シ
ッ
と
き
め
て
は
い
て
も
「
お
っ
母
す
ま
ね
え

顔
さ
え
出
せ
ず
…
」
と
い
う
わ
け
で
す
。「
ば
く
ち
」
で
生

計
を
と
い
っ
て
も
、
自
分
ら
ど
う
し
お
金
の
取
り
あ
い
し
て

も
し
ょ
う
が
な
い
の
で
、
結
局
百
姓
町
人
た
ち
の
ふ
と
こ
ろ

が
頼
り
で
し
た
。
そ
こ
は
今
も
昔
も
お
な
じ
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
次
郎
長
の
生
ま
れ
た
年
、文
政
３
年（
１
８
２
０

年
）、
高
野
山
か
ら
毛
原
庄
宛
に
出
さ
れ
た
文
書
が
毛
原
丹

生
神
社
に
残
っ
て
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
こ
の
文
書
を
「
現

代
美
里
語
」
に
翻
訳
し
て
み
ま
す
。

ば
く
ち
す
ん
な
と
前
か
ら
な
ん
べ
も
ゆ
う
と
ん
の
に
、

い
ま
だ
に
き
か
ん
と
、
そ
の
上
に
う
と
い
百
姓
ら
が
「
正

月
の
松
の
内
は
天
下
御
免
や
っ
し
ょ
」
ち
ゅ
う
よ
な
勝
手

な
こ
と
を
ゆ
い
あ
る
い
て
、
け
ん
た
い
で
ば
く
ち
を
や
っ

と
る
ち
ゅ
う
話
が
聞
こ
え
て
き
た
。
ほ
ん
ま
に
け
し
か
ら

ん
こ
っ
ち
ゃ
。
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
っ
た
ら
こ
っ
ち
か
ら
隠
れ

て
役
人
を
行
か
し
て
、
見
つ
け
次
第
つ
か
ま
え
て
え
ら
い

目
に
あ
わ
す
さ
け
、「
か
い
と
」
の
も
ん
ら
に
き
つ
う
ゆ

う
と
け
。
も
し
な
ん
ど
あ
っ
た
ら
五
人
組
は
お
ろ
か
、
庄

屋
村
役
も
み
な
お
前
ら
の
責
任
や
さ
け
、
こ
れ
だ
け
は

き
っ
ち
り
ゆ
う
と
く
ど
。

　
　

辰
年
正
月
四
日　
　
　
　
　

惣
分
役
人　

中
性
院

さ
て
、
令
和
２
年
１
月
号
で
触
れ
た
当
時
の
保
安
官
、
胡う

乱ろ
ん

方か
た

の
第
１
番
の
任
務
は
、「
ば
く
ち
」
の
取
締
り
で
し
た
。

と
い
う
こ
と
は
、「
ば
く
ち
」
が
そ
れ
ほ
ど
盛
ん
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
が
行
政
上
困
っ
た
こ
と
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
回
は
そ
こ
ら
あ
た
り
を

少
し
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
物
の
本
に
よ
る
と
賭
博
の
歴
史
は
古
く
、
北
ア
メ

リ
カ
の
原
始
遺
跡
の
壁
画
に
、
サ
イ
コ
ロ
で
遊
ん
で
い
る

人
々
の
姿
が
あ
る
と
か
、
キ
リ
ス
ト
が
処
刑
さ
れ
た
後
、
彼

の
着
て
い
た
物
を
兵
士
た
ち
が
く
じ
引
き
で
取
り
合
い
し
た

な
ん
ぞ
と
い
う
恐
れ
多
い
話
も
聖
書
に
あ
る
そ
う
で
す
。

わ
が
日
本
に
お

い
て
も
、
天
武
天

皇
は
宮
中
に
貴
族

た
ち
を
集
め
て
、

「
御
前
ば
く
ち
会
」

を
や
っ
た
と
日
本

書
紀
に
あ
り
ま

す
。ば

く
ち
と
蹴け

鞠ま
り

は
貴
族
の
た
し
な
み
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う

か
ね
。
と
い
う
わ
け
で
、賭
博
は
数
あ
る
遊
び
の
う
ち
で
も
、

と
て
も
由
緒
あ
る
「
え
ら
い
」
遊
び
な
の
で
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
な
か
な
か
な
く
な
ら
な
い
の
も
無
理
は
な
い
の
で
す
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
競
馬
、
競
輪
、
パ
チ
ン
コ
、
競
艇
、
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
を
は
じ
め
そ
の
他
国
民
的
大
ば
く
ち
が
ま
す
ま

す
盛
ん
で
す
。
江
戸
後
期
の
農
村
で
も
治
安
の
ゆ
る
み
と
と

も
に
賭
博
が
盛
ん
に
な
り
、
例
の
親
分
た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
が
広
が
り
ま
し
た
。

森
下
誠
著　
「
美
里
む
か
し
が
た
り
」
か
ら次

号
に
つ
づ
く

☆
皆
さ
ん
の
絵
画
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

　

展
示
期
間　

令
和
２
年
10
月
末
ま
で

■
展
示
場
所

【
役
場
本
庁
】

（
き
み
の
こ
ど
も
園
）
は
ま
だ
り
お
・
し
ば
さ
き
こ
こ
ね

た
だ
り
ょ
う
す
け
・
き
ど
や
ま
と
・
た
な
か
あ
や
ね

ま
す
だ
ゆ
う
じ
ん

（
野
上
小
学
校
）
中
谷
健
叶
・
上
田
羚
央
・
土
田
琉
生

兼
本
扶
美
子
・
二
川
晴
斗

（
小
川
小
学
校
）
ア
レ
ン
瑠
日
・
ア
レ
ン
璃
己
・
奥
結
季
葡

（
野
上
中
学
校
）
小
川
留
奈
・
黒
土
琴
映
・
桑
添
俊
典

寺
本
絢
音
・
平
岩
笑
花

【
中
央
公
民
館
】

（
き
み
の
こ
ど
も
園
）
た
む
ら
り
お
・
き
よ
た
く
る
み

な
か
た
に
ゆ
う
り
・
は
し
も
と
ゆ
き
た
か
・
こ
や
な
ぎ
り
く

ま
つ
ふ
さ
れ
ん

（
野
上
小
学
校
）
新
谷
遥
周
・
藤
井
零
翔
・
吉
田
風
花

水
谷
優
奈
・
妙
瀬
田
怜
愛
・
小
柳
友
誠
・
寺
田
ゆ
う

中
原
悠
雅

（
小
川
小
学
校
）
新
谷
祐
太
・
中
谷
由
依
・
小
川
叶
馬

（
野
上
中
学
校
）
岩
橋
未
紗
・
榎
本
玲
奈
・
小
川
巧
貴

兼
本
莉
香
子
・
坂
本
心
音
・
田
伏
宇
宙
・
土
井
加
雅
里

西
星
凪
・
西
田
響
・
本
上
麗
耶

【
美
里
支
所
】

（
下
神
野
小
学
校
）
尾
花
結
愛
・
井
岡
真
太
朗

德
田
有
梨
衣
・
宇
城
悠
生

（
美
里
中
学
校
）
松
尾
妃
那
乃
・
浜
田
梨
凜

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

（
こ
う
の
こ
ど
も
園
）
お
り
く
ち
ゆ
う
た
ろ
う

い
お
か
そ
ら
・
つ
か
だ
こ
う
た
ろ
う

（
下
神
野
小
学
校
）
南
奏
多
・
大
野
佑
真
・
下
垣
内
楓

宇
城
麻
耶

（
美
里
中
学
校
）
芝
滝
大
裕
・
鞍
歩
夢
・
土
井
多
麻
実

児
童
生
徒
絵
画
展
示

あ
ぜ
道
の
ギ
ャ
ン
ブ
ラ
ー
（
１
）

ばくち禁止の回文
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６年生が、７月30日に、まが玉づくりの体験を行い
ました。紀伊風土記の丘の専門員の方に来ていただき、
まが玉の説明を聞いた後、まが玉づくりスタート。蝋
石という石にヤスリがけをして、それぞれの形を削り
出していきます。

削る作業は根気がいります。
でも、できあがった形をイメー
ジしながら、一生懸命削ります。
少し削っては、形を見て、「こ
こをもうちょっと細くしようか
な？」「ここを丸くしたいな。」と、イメージする形に
近づけていきました。ヤスリの目を粗目・中目・細目
と段階的に細かくしていき、最後はツルツルになりま
した。

できあがったまが玉は、ひとりひとり形が違って、
それでいて、ひとつひとつが輝いていて、とっても素
敵に仕上がりました。

でもやっぱり、苦労してできあがったまが玉をもつ
子どもたちの笑顔が一番輝いていました。

天文台の敷地に重機が入り、本格的な工事が着々と
進んでおります。

星の塔の西側は築山を崩して更地にし、プラネタリ
ウム棟を建てるための基礎を作っています。天文台周
辺は固い地盤が深くにあるので柱状改良工法という技
法を用いて基礎を固めていきます。この技法は地中に
セメントを流し込み、柱を作り地面の強度を上げる手
法で、その上にプラネタリウム棟が建ちます。

お隣、星の塔では足場が組みあがり、ベランダの解
体作業が進んでいます。解体した部品が下まで落ちな
いように広く足場が組まれており、星の塔の周りが非
常に物々しい雰囲気になっています。ベランダは分割
してクレーンで下ろし、地上で細かく解体という手順
で作業が進められています。既存のベランダは木材を
使用していましたが、改築後は鉄骨化されるため、よ
り頑丈な造りにアップグレードします。

7月19日、海南スポーツクラブにて海南市民総合体
育大会少年サッカーの部が行われ、野上ジュニアサッ
カークラブが参加しました。トーナメントで順調に勝
ち上がり、見事優勝を飾ることが出来ました。全員メ
ダルを頂き、喜び満願です。

また、野上ジュニアサッカークラブは新規加入部員
を大募集中です。
■問い合わせ
　監督・赤阪　℡ ０９０ ‐ １９６１ ‐ １５４７

天文台だより
『星の塔、足場の完成＆ベランダ解体』

　研究員　硲間拓郎

学校だより
『縄文時代を体験～まが玉づくり～』

紀美野町立野上小学校

優勝しました！！
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
そ
の
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル
」

近
年
、
台
風
や
地
震
な
ど
に
よ
り
、
大
規

模
で
長
時
間
に
及
ぶ
停
電
が
発
生
し
た
際

に
、
停
電
か
ら
の
復
旧
後
の
再
通
電
時
に
出

火
す
る
「
通
電
火
災
」
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
の
被

害
状
況
か
ら
通
電
火
災
は
、
特
に
地
震
に
よ

る
停
電
が
発
生
し
た
際
に
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
昨
年
発
生
し
た
台
風
15
号
に
よ
る
長

時
間
の
停
電
復
旧
後
に
、
通
電
火
災
と
疑
わ

れ
る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

地
震
発
生
時
だ
け
で
な
く
、
台
風
な
ど
の

風
水
害
発
生
時
に
お
い
て
も
対
策
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
然
災
害
に
伴
う
停
電
か
ら
時
間

が
経
過
し
た
後
の
復
旧
時
に
通
電
火
災
が
発

生
し
た
場
合
、
住
民
が
避
難
所
等
へ
避
難
し

て
お
り
、
出
火
時
の
初
期
消
火
が
行
え
な
い

と
い
っ
た
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

通
電
火
災
の
主
な
原
因

地
震
発
生
時

・
倒
れ
て
い
た
電
気
ス
ト
ー
ブ
や
ア
イ
ロ
ン

に
通
電
し
、
洗
濯
物
な
ど
の
可
燃
物
に
着

火
し
て
出
火

・
落
下
物
や
家
具
な
ど
の
転
倒
に
よ
っ
て
電

気
機
器
の
電
源
コ
ー
ド
が
損
傷
、
通
電
し

た
時
に
、
火
花
が
発
生
し
可
燃
物
に
着
火

し
て
出
火

・
火
花
が
飛
ぶ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

換
気
扇
や
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
、
コ
ン
セ
ン

ト
な
ど
は
絶
対
に
触
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

・
電
気
機
器
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の
が

あ
る
と
、
通
電
し
た
時
に
接
触
し
て
出
火

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に

確
認
し
て
か
ら
電
気
機
器
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

・
建
物
や
電
気
機
器
に
外
見
上
の
損
傷
が
な

く
て
も
、
壁
内
部
の
配
線
の
損
傷
や
電
気

機
器
内
部
の
故
障
に
よ
り
、
通
電
か
ら
長

時
間
経
過
し
た
後
に
出
火
し
て
火
災
に
至

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
煙
の
発
生
な
ど
の

異
常
を
発
見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
ブ

レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
、
消
防
機
関
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

風
水
害
発
生
時

・
雨
漏
り
や
浸
水
な
ど
に
よ
っ
て
分
電
盤
が

水
損
、
通
電
し
た
時
に
シ
ョ
ー
ト
し
て
出

火通
電
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

・
停
電
が
発
生
し
た
ら
、
電
気
機
器
の
ス

イ
ッ
チ
を
切
り
、
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
抜
く
。

・
停
電
中
に
自
宅
等
な
ど
を
離
れ
る
場
合
、

ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
。

電
気
が
復
旧
し
た
ら

・
損
傷
し
た
電
気
機
器
や
延
長
コ
ー
ド
な
ど

は
火
花
が
飛
ん
だ
り
シ
ョ
ー
ト
し
た
り
し

て
出
火
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
具
の

下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
延
長
コ
ー
ド
が
な

い
か
も
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ガ
ス
が
漏
れ
て
い
る
場
合
、
火
気
は
絶
対

に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

7月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 23 0 23

一 般 負 傷 5 0 5

交 通 事 故 1 0 1

そ の 他 4 0 4

合 計 33 0 33

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

通
電
火
災
対
策
に
つ
い
て

マ
ム
シ
は
平
地
か
ら
山
地
の
森
林
、
藪
な

ど
に
棲
ん
で
お
り
、
水
辺
周
辺
で
も
多
く
出

現
し
ま
す
。
マ
ム
シ
咬
傷
は
４
月
か
ら
10
月

に
か
け
て
発
生
し
、
特
に
７
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
多
い
で
す
。
足
を
咬
ま
れ
る
こ
と
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

受
け
、
町
内
で
の
ま
ん
延
防
止
や
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
救
命
講
習
の
開
催
を
し
ば
ら
く

の
間
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

救
命
講
習
へ
の
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

救
急
コ
ー
ナ
ー
『
マ
ム
シ
咬
傷
』

多
い
の
で
、
草
む
ら
な
ど
に
入
る
と
き
は
サ

ン
ダ
ル
は
避
け
、
長
靴
で
入
り
ま
し
ょ
う
。

・
ヘ
ビ
に
咬
ま
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
そ
の
場
を

離
れ
、
出
来
れ
ば
ヘ
ビ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

・
咬
ま
れ
た
ら
傷
を
確
認
し
、
指
で
受
傷
部

位
を
強
く
つ
ま
ん
で
毒
を
絞
り
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
受
傷
部
位
を
き
れ
い
に
保
ち
、
安
静
に
し

て
車
な
ど
で
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
に
つ
い
て



9月

７月の人口の動き（令和２年７月１日～ 31日）　転入14人　転出15人　出生0人　死亡14人

総人口　8,585人（−15）［男 3,986人（−10）女 4,599人（−5）］
世帯数　4,191世帯（−3）　　紀美野町面積　128.34㎢

2020.915

紀美野町の人口
【令和２年７月末現在】

（　）内は前月比

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

5 日（土）・13 日（日）・
19 日（土）・25 日（金）・
27 日（日）　11 時～ 　　

犬・猫の飼い方講習会 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489 − 6500

10 日（木）・25 日（金） 移動町長室 美里支所 住民室 495 − 3471
総務課 489 − 5912

17 日（木） 13 時～ 15 時 行政相談 中央公民館 総務課 489 − 5912
美里支所 住民室 495 − 3471

その他 行事のお知らせ

紀の海広域施設組合職員募集

２．試　験　期　日　　【第１次試験】11月14日（土）
　　　　　　　　　　　　【第２次試験】12月（予定）
３．申 込 受 付 期 間　　10月12日（月）～ 10月23日（金）（土曜・日曜は除く。）
　　　　　　　　　　　　８時30分～ 17時
４．申　　込　　先　　紀の海広域施設組合（紀の川市桃山町最上1290番地94）
　　　　　　　　　　　　（※郵送の場合、10月23日（金）まで）
５．試験案内配布期間　　10月５日（月）～ 10月23日（金）　　配布団体の開庁時間内
６．試験案内配布場所　　紀の海広域施設組合
　　　　　　　　　　　　海南市役所　くらし部　環境課（本庁４階）
　　　　　　　　　　　　紀の川市役所　市民部　生活環境課（南別館１階）
　　　　　　　　　　　　紀美野町役場　住民課（本庁１階）
７．主 な 職 務 内 容　　一般事務、ごみ処理施設の電気設備等の保安監督業務、施設運営管理委託業者の
　　　　　　　　　　　　指導監督
８．問 い 合 わ せ　　紀の海広域施設組合　℡ ０７３６ ‐ ６６ ‐ １８１３
　　　　　　　　　　　　紀の海広域施設組合ホームページ　http://kinoumi-kouiki.jp/

紀の川市、海南市、紀美野町の２市１町で構成する紀の海広域施設組合の技術職員を募集します。

１．試験区分及び採用予定人員

職種区分 採用予定
人　　員

受　　　験　　　資　　　格
学　歴　・　免　許　等 年　齢

電　気
技術職

１人

ア　学校教育法による高等学校又はこれと同等以上の
教育施設であって、電気主任技術者の認定校（経
済産業大臣が告示で定める基準に適合するものと
して認定を受けたもの）の電気工学に関する学科
において、所定の科目（電気事業法の規定に基づ
く主任技術者の資格等に関する省令第７条第１項
各号の科目）を修めて卒業した方又は令和３年３
月に卒業見込みの方

イ　電気主任技術者の免状を有する方
　　（※ア又はイのいずれかに該当する方）

平成３年４月２日
以降に生まれた方
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●国勢調査は、2020年（令和２年）10月１日現在、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。
●９月中旬から、調査員がみなさまのお宅を訪問し、調査書類をお配りします。
●国勢調査の結果は、災害時に必要な物資を備えたり、コンビニの出店計画に利用されるなど、わたしたち

の生活の身近なところに役立てられています。
●国勢調査では、新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、調査書類の配布や調査票の受け取りを、で

きる限り、みなさまと調査員が対面しない非接触の方法で行うようにしています。また、調査時にはマス
クの着用等、感染予防に万全の注意を払いますのでご安心ください。

　接触の回数を減らすためにも、回答はできる限りインターネット（パソコン・スマートフォン）でお願い
します。（郵送および調査員による回収も可能です。）

　みなさまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

■問い合わせ　紀美野町企画管財課　℡ ４８９ ‐ ５９１３

令和２年国勢調査を実施します

国勢調査については、「国勢調査2020総合サイト」をご覧ください。
https://www.kokusei2020.go.jp/


